
 
 

    

我
が
家
の
小
さ
な
庭
に
紫
陽

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
紫
陽
花

の
発
色
は
雨
や
曇
天
だ
か
ら
こ

そ
映
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
梅
雨
が
過
ぎ
る
と
、

本
格
的
な
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
の
内
に
体
力
を
つ
け

て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
皆
さ
ま
、
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。 

 

都
議
選
「
小
池
旋
風
の
行
方
」 

 

こ
の
「
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
第
七
十
五
号
」
が
皆

様
の
手
元
に
届
く
頃
は
、
東
京

都
議
会
議
員
選
挙
も
終
了
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
結
果

は
ど
う
あ
れ
、
今
回
の
都
議
選

は
国
政
へ
の
影
響
が
大
き
い
と

い
っ
た
点
で
は
、
注
目
に
値
す

る
選
挙
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
ま
で
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
都
政
に
お
い
て
、
自
公
の
連

立
が
崩
れ
た
意
味
は
大
き
い
と

考
え
る
か
ら
で
す
。「
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
」
が
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
変
化
を
し
て
い
く

の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

小
池
知
事
の
頭
の
中
に
は
、
国

政
へ
の
夢
、「
女
性
初
の
総
理
」

と
い
う
目
標
が
あ
る
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
二
〇
二
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
大
き
な

政
治
の
変
化
が
起
こ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 安
倍
政
権
一
強
の
お
ご
り 

 

先
月
の
半
ば
、
通
常
国
会
が

閉
幕
。
象
徴
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
共
謀
罪
」
法
案
の

強
硬
採
決
が
あ
り
ま
し
た
。
自

公
に
よ
る
与
党
一
強
の
お
ご
り

な
の
か
、
委
員
会
の
審
議
を
打

ち
切
る
「
中
間
報
告
」
を
繰
り

出
し
て
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

地
方
議
員
の
私
か
ら
見
て
も
、

「
言
論
の
府
」
で
あ
る
国
会
に

し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
り
、

数
の
横
暴
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
国
会
の
答
弁
も
、
質
問
に

ま
と
も
に
答
え
な
い
姿
は
日
常

茶
飯
事
の
光
景
と
な
り
、
国
会

の
答
弁
が
あ
ま
り
に
も
雑
に
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
我
孫
子
市
議

会
の
方
が
し
っ
か
り
と
し
た
誠

実
な
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。
国

会
が
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た

こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

「
あ
る
も
の
」
を
「
な
い
」
と

言
い
く
る
め
る
場
面
、
官
房
長

官
が
「
怪
文
書
」
と
断
定
し
た

加
計
学
園
に
か
ら
む
「
総
理
の

ご
意
向
」
の
文
書
は
、
後
に
存

在
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
圧
倒
的
な
権
力
を

握
る
内
閣
の
要
が
、
一
個
人
を

お
と
し
め
る
姿
は
、
為
政
者
が

決
し
て
行
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
な
の
だ
と
、
多
く
の
国
民
が

思
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。
あ
ま
り
に
国
民
を
軽
視
し

て
い
る
と
、
後
で
大
き
な
し
っ

ぺ
返
し
が
あ
る
も
の
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

流
行
語
大
賞
と
改
憲
の
動
き 

 
 
 
 
 
 

そ
ん
た
く 

 

今
国
会
は
「
忖
度
」「
印
象
操

作
」
な
ど
、
今
年
の
流
行
語
大

賞
に
な
る
の
で
は
、
と
思
わ
れ

る
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
政
府
が
答
え
を
出
さ
な

い
中
で
、
政
治
が
次
々
と
決
め

ら
れ
て
い
く
、
政
治
に
公
平
性

が
な
け
れ
ば
、
国
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

自
民
党
の
前
防
衛
相
だ
っ
た
中

谷
元
氏
は
、
安
倍
晋
三
首
相
に

「
あ
い
う
え
お
」
の
五
文
字
を

贈
り
た
い
と
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。「
焦
ら
ず
、
威
張
ら
ず
、
浮

か
れ
ず
、
え
こ
ひ
い
き
せ
ず
、

お
ご
ら
ず
」、
そ
し
て
人
か
ら
疑

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

方
が
よ
い
と
の
意
味
で
、「
李
下

に
冠
を
正
さ
ず
」
と
、
疑
惑
が

生
じ
た
ら
真
摯
に
説
明
を
し
な

け
れ
ば
、
国
民
の
理
解
は
決
し

て
得
ら
れ
な
い
。
印
象
操
作
な

ど
連
呼
し
て
い
る
場
合
で
は
な

い
、
と
の
言
葉
で
し
た
。 

今
後
、
数
の
力
で
日
本
の
平

和
と
民
主
主
義
を
支
え
て
き
た

憲
法
の
改
正
に
突
き
進
む
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
政

治
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
も
の

と
私
は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 《
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
け
し
て
、
生
き

て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
》 
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
教育福祉常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
都市計画審議会委員 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 



◆
六
月
定
例
市
議
会
◆ 

 六
月
五
日(

月)

～ 
六
月
二
十
一
日(

水) 

十
七
日
間 

 

《
主
な
議
案
》 

 

六
月
定
例
市
議
会
は
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
六
議
案
、
報
告
事
項
（
含

む
専
決
処
分
）
九
件 

 

○
手
賀
沼
親
水
広
場
の
設
置
及
び
管

理
（
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
及
び
望
遠

鏡
の
使
用
料
） 

○
ふ
れ
あ
い
工
房
の
設
置
及
び
管
理

（
障
害
者
の
使
用
に
関
す
る
減
額
） 

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
（
低
炭

素
化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
等
の

創
設
） 

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
二
千
万
円

を
補
正
、
二
十
九
年
度
一
般
会
計 

三
百
七
十
六
億
六
千
万
円
） 

 

《
主
な
争
点
》 

 

六
月
議
会
の
市
政
一
般
報
告
で
長

年
の
懸
案
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
住
工
混
在
解
消
の
実
現
に
向
け

て
の
工
場
集
団
化
事
業
を
断
念
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
度
重
な

る
事
業
の
失
敗
に
所
管
す
る
環
境
都

市
常
任
委
員
会
で
は
、
住
工
混
在
解

消
策
、
企
業
立
地
推
進
に
つ
い
て
、

市
は
本
当
に
事
業
を
進
め
る
覚
悟
が

あ
る
の
か
な
ど
、
多
く
の
疑
問
の
声

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

我
孫
子
市
は
三
十
年
以
上
前
か
ら
、

住
工
混
在
解
消
策
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
住
宅
都
市

と
し
て
発
展
す
る
中
、
東
葛
六
市
の

中
で
唯
一
、
工
業
団
地
が
一
か
所
も

存
在
し
な
い
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
や
生
産

人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
今
後
、

税
収
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
市
の
財

政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
日
ま
で
、
雇
用

の
安
定
化
や
税
収
の
確
保
、
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、
市
内
に
新

た
な
産
業
用
地
を
創
出
し
、
企
業
が

進
出
・
操
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
ま

す
。
持
続
可
能
な
我
孫
子
市
を
運
営

し
て
い
く
に
は
、
住
工
混
在
解
消
を

含
め
た
工
業
団
地
の
確
保
は
避
け
て

通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
全
議
案
可
決
承
認
） 
              

               
          

■
宏
は
こ
う
考
え
る 

個
人
質
問
か
ら
抜
粋 

 
 

～
広
報
・広
聴
戦
略
に
つ
い
て
～ 

 
昔
、
ま
ち
づ
く
り
が
行
政
主
体
で

行
わ
れ
て
い
た
頃
の
自
治
体
の
広
報

は
、
行
政
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
知
ら
せ
が
中
心
の
「
お
知
ら
せ
型

広
報
」
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
昔
は
、

そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
時
代

が
大
き
く
変
わ
り
、
市
民
と
の
協
働

で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
が
出

来
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
昨
今
、
市

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
あ
る
広
報
・
広
聴
活
動
は
、
大
変

重
要
な
戦
略
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
、
広
報
と
は
市
政
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
意
味
で
あ
り
、
広

聴
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
聴
き
す
る
と
い
う
意
味
で
、
互
い

に
双
方
向
、
イ
ン
タ
ー
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
関
係
を
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
広
報
活
動
の
あ
り
方

と
し
て
、
新
聞
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
広
報
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
が
さ
ら
に
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
パ
ブ
リ

シ
テ
ィ
活
動
に
よ
る
広
報
は
情
報
の

速
報
性
や
市
民
へ
の
浸
透
度
が
高
い

う
え
に
、
経
費
が
か
か
ら
な
い
と
い

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

当
市
は
、
魅
力
発
信
室
を
中
心
に
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
度
の
高
い
、
他

市
と
の
差
別
化
を
は
か
る
情
報
を
積

極
的
に
出
す
よ
う
に
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
の

工
夫
や
、
良
好
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

の
関
係
構
築
に
向
け
た
手
法
等
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

＊詳細は議会だより、市議会 
HP の録画等、いつでも 
みることができます＊  

http//www.discussvision.net/ 
abikosi/2.html 
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 ６月議会　印南宏の個人質問

１．広報・広聴戦略　広報戦略の基本方針

　　・「広報あびこ」の配布方式　 　・マスメディアの活用と強化策

　　・多様な広報媒体の活用策　  ・職員の意識改革と広報技術力の向上

２．空き家対策　平成２８年度空き家等実態調査結果

　　・特定空き家　　　・空き家利活用のためのアンケート結果

　　・地区別空き家実態の分析　　・空き家管理の充実とバンクの創設

３．新木駅周辺のまちづくり　下新木踏切拡幅と新木駅北口広場の整備

　　・下新木踏切の拡幅と南北道路の早期整備

　　・新木駅北口広場の実施計画への位置付けを
 

 



～
空
き
家
対
策
～ 

 
買
い
手
や
借
り
手
も
見
つ
か
ら
ず
、

壊
す
に
も
費
用
が
か
か
る
な
ど
、
空

き
家
が
増
え
続
け
て
い
る
。
防
犯
上

の
問
題
や
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
る
よ
う

な
「
特
定
空
き
家
」
と
な
っ
て
し
ま

う
前
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

各
自
治
体
の
知
恵
比
べ
が
全
国
各
地

で
鋭
意
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
市
は
平
成
二
十
八
年
度
に

行
っ
た
※
空
き
家
等
実
態
調
査
を
も

と
に
、
平
成
二
十
九
年
度
中
に
空
き

家
等
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、
空
き

家
に
対
す
る
取
り
組
み
方
針
や
適
切

な
管
理
事
項
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
空

き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
所
有
者
が

遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
な
ど
管
理
が

届
き
に
く
い
方
々
に
対
し
て
、
民
間

企
業
だ
け
に
空
き
家
管
理
を
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
を
活
用
し
た
管
理
サ
ー
ビ
ス

を
構
築
し
、
高
齢
者
の
就
労
機
会
の

向
上
を
含
め
た
施
策
を
導
入
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移

住
、
定
住
推
進
策
と
し
て
空
き
家
バ

ン
ク
を
創
設
し
、
特
に
東
側
地
区
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
空
き
家
の
利
用

促
進
策
を
進
め
て
ほ
し
い
と
提
案
し

て
い
ま
す
。 

 ※
二
十
八
年
度
空
き
家
実
態
調
査
結

果
：
我
孫
子
市
内
の
空
き
家
総
軒

数
七
百
二
十
五
軒
、
特
定
空
き
家

候
補
軒
数
二
百
二
十
軒
、
特
定
空

き
家
と
指
定
さ
れ
た
件
数
は
十
一

軒
。 

      

❖
ど
う
す
る
議
員
定
数
の 

見
直
し
は
！
❖ 

 

我
孫
子
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
五
月
二
十
日
、
二
十

一
日
の
二
日
間
、
第
三
回
議
会
報
告

会
を
市
内
四
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
報
告
会
は
、
会
場
を
天

王
台
地
区
で
一
か
所
増
や
し
、
平
成

二
十
九
年
三
月
議
会
で
審
議
し
た
二

十
九
年
度
当
初
予
算
に
関
す
る
報
告
、

そ
し
て
議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
今
回
の
意
見

に
基
づ
い
て
議
会
運
営
委
員
会
等
で

今
年
中
（
十
二
月
定
例
市
議
会
）
に

結
論
を
出
す
形
で
進
め
て
い
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

報
告
会
で
は
、
参
加
者
総
数
七
十

八
名
、
六
十
歳
以
上
の
方
が
九
割
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
開
催
日
時
が
運

動
会
な
ど
の
行
事
と
か
さ
な
り
、
日

程
に
つ
い
て
調
整
が
必
要
と
の
反
省

点
も
あ
り
ま
す
が
、
議
会
報
告
会
に

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
九
割
を
超

え
る
方
か
ら
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
議
会
報
告
会
の
焦
点
で
あ
る

「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
は
、
参
加

者
の
六
割
の
方
か
ら
現
在
の
議
員
定

数
二
十
四
名
に
つ
い
て
、
適
当
、
や

や
少
な
い
、
少
な
い
と
い
う
回
答
で

し
た
。
定
数
が
多
い
の
で
は
と
い
う

回
答
は
二
割
五
分
で
し
た
。
こ
れ
ら

を
含
め
て
、
今
後
、
さ
ら
な
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
の
か
、
専
門
家
の
意

見
を
聞
く
な
ど
、
十
二
月
に
向
け
て
、

議
会
と
し
て
の
結
論
を
出
し
て
い
く

予
定
で
す
。 

       

      
        

◆
お
知
ら
せ
◆ 

 

第
五
十
回
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
大
会
が
「
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」

で
開
催
へ
！ 

 

我
孫
子
市
内
の
名
門
ゴ
ル
フ
場

「
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
今
年

九
月
二
十
八
日
～
十
月
一
日
、
国
内

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
メ
ジ
ャ
ー
大
会

「
第
五
十
回
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
選
手
権
」（
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
九

年
以
来
、
八
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。 

我
孫
子
市
は
今
年
、
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
位
置
づ
け
て
、
街
を
Ｐ
Ｒ
す

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
来
訪

者
の
お
も
て
な
し
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
げ
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
年
二
月
に
は
我
孫
子
Ｐ

Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
も
発

足
し
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
大
会
の
最

高
峰
の
大
会
と
し
て
、
第
五
十
回
の

大
会
が
成
功
裏
に
終
わ
れ
る
よ
う
に

市
を
挙
げ
て
努
め
て
い
ま
す
。 
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◆
今
、
教
育
の
無
料
化
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
六
月
定
例
市
議
会
で
学
校
給

食
の
無
料
化
が
論
議
さ
れ
た
。
私
も

無
料
化
は
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
老

朽
化
し
た
給
食
施
設
、
減
少
す
る
児

童
生
徒
数
、
人
件
費
の
負
担
な
ど
、

大
い
に
知
恵
を
出
し
て
無
料
化
に
向

け
て
検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と

議
会
で
要
望
し
た
。
教
育
長
か
ら
は
、

「
学
校
給
食
の
無
料
化
は
子
育
て
世

代
の
定
住
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
平

成
三
十
年
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る

学
校
の
個
別
施
設
計
画
の
策
定
す
る

際
、
児
童
、
生
徒
の
減
少
を
加
味
し

て
、
学
校
給
食
も
含
め
た
効
率
的
な

施
設
整
備
方
針
を
作
成
す
る
な
ど
、

今
後
、
学
校
給
食
の
無
料
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。」
と
の
答

弁
だ
っ
た
。
そ
の
他
、
私
は
学
校
給

食
費
の
未
納
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

納
め
る
能
力
が
あ
る
保
護
者
が
給
食

費
を
滞
納
し
て
い
る
問
題
。
忙
し
い

学
校
現
場
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
時
間
、

労
力
が
滞
納
処
理
に
時
間
が
か
か
り
、

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
。
滞
納
家
庭
へ
の
就
学
援
助
制

度
の
周
知
は
も
ち
ろ
ん
、
滞
納
事
務

の
ル
ー
ル
化
、
未
納
問
題
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、
現
場
に
負
担

が
か
か
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

必
要
と
な
っ
て
い
る
。 

  

◆
都
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
て
い

る
。
私
は
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て

い
る
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」、
小
池
都

政
の
是
非
を
問
う
選
挙
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
、
都
政

を
監
視
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
都
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
方
自
治
体
の

首
長
（
知
事
）、
議
員
も
住
民
に
よ
る

直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、

国
と
違
っ
て
、
地
方
自
治
体
は
二
元

代
表
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
知
事

が
地
域
政
党
を
つ
く
り
、
代
表
と
し

て
君
臨
す
る
。
そ
れ
は
本
来
の
二
元

代
表
制
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
本
来
、
地
方
議
会
に

は
与
党
も
野
党
も
無
い
の
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
体
に

お
け
る
本
来
の
議
会
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
い
つ
も

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。 

     

◆
今
年
五
月
、
私
は
所
管
常
任
委
員

会
の
視
察
と
し
て
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

を
行
っ
て
い
る
先
進
地
、
長
野
市
を

視
察
し
た
。
我
孫
子
市
も
来
年
一
月

か
ら
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。
高
齢
者
が
増
え

続
け
、
認
知
症
が
増
え
る
時
代
、
国

の
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
あ
る
認
知
症

に
対
し
て
「
早
期
診
断
・
早
期
対
応
」

の
必
要
性
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い

る
。
来
年
一
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま

で
、
さ
ら
な
る
制
度
の
普
及
啓
発
、

周
知
活
動
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ
と
で
、

多
職
種
の
視
点
で
問
題
点
を
多
角
的

に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

認
知
症
専
門
医
と
の
連
携
の
強
化
な

ど
、
今
後
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
事
業
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。 

  

◆
高
校
野
球
界
注
目
の
強
打
者
は
、

早
実
の
「
清
宮
幸
太
郎
」、
将
来
の
野

球
界
を
背
負
っ
て
い
く
逸
材
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
将
棋
の
世
界
で

は
史
上
最
年
少
プ
ロ
棋
士
と
な
っ
た

「
藤
井
聡
太
」
四
段
（
十
四
歳
）
で

あ
る
。
二
人
と
も
天
才
だ
が
、
史
上

最
年
長
棋
士
の
加
藤
九
段
の
引
退
が

決
ま
っ
た
翌
日
に
、
史
上
最
年
少
棋

士
の
藤
井
四
段
が
公
式
戦
二
十
八
連

勝
を
達
成
し
た
。
世
代
交
代
が
加
速

す
る
極
め
て
象
徴
的
な
記
録
で
あ
る
。

人
口
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
話
題
に
事
欠

か
な
い
ご
時
世
で
あ
る
が
、
藤
井
四

段
は
幼
少
期
か
ら
天
賦
の
才
に
加
え

て
、
き
っ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
対
局
で

最
善
手
を
見
い
だ
す
力
を
培
い
、
実

力
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
だ
中
学
生
で
経
験
の
乏

し
い
年
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ず
ば

抜
け
た
集
中
力
の
高
さ
、
予
想
外
の

手
を
指
さ
れ
て
も
動
揺
し
な
い
精
神

的
な
強
さ
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ご
両
親
か
ら

聡
太
棋
士
を
ど
の
よ
う
に
育
て
た
の

か
、
教
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 
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